
2016 年度 小委員会活動成果報告 
（2017 年 1 月 13 日作成） 

小委員会名 シール材性能設計指針準備小委員会 主 査 名：山田人司 
就任年月：2015 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

材料施工委員会 
（防水工事運営委員会） 

委員長名：早川光敬 
主 査 名：山田人司 

設 置 期 間    2015 年 4 月  ～  2019 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・初年度：性能評価方法の精査や検証、耐用年数の設定と性能設計の課題整理 
・2 年度：性能評価方法の精査や検証、シール材の性能設計フローの提案 
・3 年度：シール材性能設計技術指針作成のための方向性の検討 
・4 年度：シール材性能設計技術指針作成素案の検討 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：公募応募者無し 

山田人司（日本建築総合試験所）添田智美（フジタ）宮内博之（建築研究所）伊

藤彰彦（オート化学工業）川端芳英（北星ゴム工業）佐々木哲也（高橋カーテン

ウォール工業）志村重顕（建材試験センター）高橋明（横浜ゴム）高橋愛枝（大

成建設）鳥居智之（サンスター技研）中島亨（カネカ）八田泰志（セメダイン）

樋口豊（LIXIL）本郷雅也（マサル）松尾隆士（清水建設） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

・ガスケット WG：ガスケットの耐久性を定量的に評価する試験方法の基準化 
・耐疲労性 WG：耐疲労性および複合劣化作用を受ける耐久性を定量的に評価す

る試験方法の基準化                          
・接着耐久性 WG：接着初期の変形の影響を定量的に評価する試験方法の基準化 

2016 年度予算 55,000 円 
ホームページ公開の有無：有 

委員会 HP アドレス： 

http://www.aij.or.jp/gakujutsushinko/a-000/a500-12/a550-12.html 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数       小委員会 6 回、WG 16 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は除く） 

 

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 
 

大会研究集会 

・学会大会 PD「環境負荷低減に対応した建築外皮における防水技術の将来像－

ガラスファサードのシーリング防水技術の現状と進化－」参加者数 約 94 名 
①シーリング技術における設計・施工の課題と展望 
②シーリング材・ガスケットメーカの対応と開発動向  

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．性能評価方法の精査や検証 
２．シール材の性能設計フローの提案 
３．シール材性能設計技術指針作成のための方向性  以上、当初目標を達成 

委員会活動の問題点 
・課題 外壁目地防水におけるシール材性能設計手法の指針化の方法 

 


